
 

旧名 

 
 

こんどう・よりみ こばやし・よりみ 

 

作物学者、農学博士、東京農工大学学長、勲二等旭日重光章 

 

経 歴 

生：明治４１年（１９０８年）１月９日、広島県芦品郡（現福山市）生まれ （出典３） 

没：昭和６３年（１９８８年）９月１９日、享年８０歳 

大正１５年（１９２６年） １８歳 広島県立福山中学校（誠之館）卒業＜大正１４年４年

修了＞ 

昭和６年（１９３１年） ２３歳 東京帝国大学農学部農学科卒業 

昭和６年（１９３１年） ２３歳 農林省農事試験場鴻巣試験場（埼玉県北足立郡鴻

巣町）技官 （出典２） 

昭和９年（１９３４年）ごろ ２６歳ごろ 農林省農事試験場技官として冷害の研究 

－ － 農林省開拓研究所 

昭和２２年（１９４７年）ごろ ３９歳ごろ 荻原豊次の育苗法に「油紙保温折衷式苗代」と命名 

昭和２９年（１９５４年） ４６歳 東京農工大学農学部教授 

－ － 農学博士 

昭和４１年（１９６６年）２月１０日～ 

 昭和４７年（１９７２年）２月９日 

５８～ 

６４歳 
東京農工大学学長（第４代） 

昭和４７年（１９７２年）２月９日 ６４歳 定年退官 

昭和５４年（１９７９年） ７１歳 勲二等旭日重光章 
 

 

生い立ちと学業、業績 

農林省農事試験場技官を経て、昭和２９年（１９５４年）に東京農工大学農学部教授となる。 

昭和４１年（１９６６年）から昭和４７年（１９７２年）まで学長を務め、退任と同時に定年退官した。 

 

専門は作物栽培学で、イネの冷害とそれに伴って発生するイモチ病への対策を研究し、長野

県の農民の荻原豊次が考案した「油紙保温折衷式苗代」が、イネの成長を早め冷害防除に

有効なことに注目し、科学的理論の裏付けを行って普及に尽力した。 

これは、学者と農民との協力による新技術の優れた事例として、注目された。 



 

著書に、『水田農業の新技術』、『イネの多収穫栽培』などがある。 

昭和５４年（１９７９年）に勲二等旭日重光章受章。   石井和佳（昭和２５年卒） 

 

著  書 

書  名 制作／発行 日 付 

『水稲品種の冷害抵抗性に関する生理学的研究』 － 昭和２７年 

『米作増収と営農の発展－豊かな農村の建設のために－』 博友社 昭和３１年 

『最新作物栽培事典』 博友社 昭和３３年 

『イネの多収穫栽培 深耕・多肥・密植』 農山漁村文化協会 昭和３５年 

『水田農業の新技術』 － － 

 

出典１：『現代日本・朝日人物事典』、７００頁、朝日新聞社編刊、１９９０年 

出典２：『福山学生会雑誌（第７２号）』、１０３頁、福山学生会事務所編刊、昭和６年７月３１日 

出典３：『中国年鑑５４年版別冊会社録・人名録』、１７９頁、中国新聞社編刊、昭和５３年１１月１５日 

２００５年４月１９日更新●２００６年６月２３日更新：タイトル●２００８年１月３０日更新：経歴●２００８年７月１５日更新：経歴・出典

●２００９年１０月２９日更新：経歴・著書● 

 


